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年
次
大
会　

講
演
要
旨
（
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日
）

日
本
語
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
質

小
野
　
正
弘

　

オ
ノ
マ
ト
ペ
と
は
、「
擬
音
語
」
と
「
擬
態
語
」
の
総
称
で
あ
る
。
日
本

語
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
特
質
と
し
て
、
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
短
い
言
葉
で
、

複
雑
か
つ
微
妙
な
概
念
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

「
ガ
ヤ
ガ
ヤ
」
と
い
う
オ
ノ
マ
ト
ペ
を
、普
通
の
言
葉
を
連
ね
て
言
え
ば
、「
多

く
の
ひ
と
び
と
が
、
ひ
と
つ
の
場
所
で
、
め
い
め
い
小
さ
な
集
団
を
作
っ
て

話
し
合
っ
て
い
る
音
」
の
よ
う
に
な
る
が
、
こ
ん
な
長
い
説
明
を
、「
ガ
ヤ

ガ
ヤ
」
だ
け
で
表
し
、
し
か
も
、
そ
れ
で
適
確
に
伝
達
で
き
る
こ
と
は
、
大

き
な
特
質
と
言
っ
て
よ
い
。

　

次
に
、
日
本
語
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
場
合
、
あ
る
基
本
要
素
を
も
と
に
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
成
分
を
加
え
て
、
細
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
出
す
こ
と
が
で
き
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、｛
カ
チ
｝
と
い
う
要
素
を
も
と
に
し
て
、

瞬
間
的
な
「
カ
チ
ッ
」、
余
韻
の
あ
る
「
カ
チ
ン
」、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
「
カ

チ
リ
」、
繰
り
返
す
「
カ
チ
カ
チ
」
な
ど
を
造
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
本
語

オ
ノ
マ
ト
ペ
の
場
合
、
基
本
要
素
は
、
理
論
的
に
は
、
二
万
弱
形
成
で
き
、

そ
れ
を
も
と
に
し
た
オ
ノ
マ
ト
ペ
は
、
二
十
三
万
程
度
想
定
で
き
る
が
、
現

実
に
使
わ
れ
て
い
る
の
は
、
五
千
程
度
で
あ
り
、
ご
く
一
部
で
あ
る
。
日
本

語
オ
ノ
マ
ト
ペ
の
可
能
性
は
、ま
だ
ま
だ
大
き
く
残
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

（
お
の
・
ま
さ
ひ
ろ
、
明
治
大
学
文
学
部
教
授
）

年
次
大
会　

発
表
要
旨
（
令
和
四
年
十
一
月
十
一
日
）

『
伊
勢
物
語
』
に
お
け
る
「
色
好
み
」
に
つ
い
て

　
―
語
ら
れ
た
〈
男
〉
と
〈
女
〉

彭
　
健

　
『
伊
勢
物
語
』
は
し
ば
し
ば
「
み
や
び
」
の
文
学
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、「
色

好
み
」
も
作
品
を
特
徴
づ
け
る
重
要
な
用
語
で
あ
る
。
主
人
公
「
昔
男
」
は

「
色
好
み
の
人
」
と
呼
ば
れ
、
多
彩
な
「
色
好
み
」
の
物
語
が
集
め
ら
れ
語

ら
れ
る
。
通
行
本
『
伊
勢
物
語
』
に
「
色
好
み
」
の
用
例
は
合
計
七
章
段
八

例
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
「
女
」
の
「
色
好
み
」
四
章
段
（
二
五
段
、
二
八
段
、

三
七
段
、
四
二
段
）、「
男
」
の
「
色
好
み
」
三
章
段
（
三
九
、五
八
、六
一
）

で
あ
る
。『
伊
勢
物
語
』
の
主
要
な
注
釈
書
を
ひ
い
て
み
る
と
、『
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
』（
小
学
館
）
で
は
、「
恋
の
情
趣
を
甚
だ
好
む
」、「
恋
の
情

趣
を
解
し
情
事
を
好
む
」
と
解
釈
し
、『
新
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書

店
）
で
は
、「
恋
の
風
情
を
た
の
し
む
」、「
恋
の
情
趣
を
求
め
憧
れ
る
」
と

解
釈
す
る
。
し
か
し
、『
伊
勢
物
語
』
以
前
の
「
色
好
み
」
の
用
例
を
検
討

し
て
み
る
と
、「
色
好
み
」
の
持
つ
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
看
過
で
き
な
い
。

そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
『
伊
勢
物
語
』
の
「
色
好
み
」
を
、
果
た
し
て
、
こ

の
よ
う
な
「
美
的
概
念
」、「
風
雅
」、「
風
流
」
な
ど
の
基
準
で
一
義
的
に
解

釈
し
て
い
く
方
が
よ
い
の
か
、
な
お
論
じ
る
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

本
発
表
で
は
、「
色
好
み
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
使
わ
れ
る
章
段
を
取

り
上
げ
、
物
語
に
語
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
「
色
好

み
」
の
解
釈
を
考
え
直
し
た
。
そ
の
際
に
、「
色
好
み
」
章
段
に
お
け
る
「
女
」
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と
「
男
」
の
関
係
を
注
目
し
、「
色
好
み
」
が
、
語
ら
れ
る
内
容
や
「
男
女
」

の
差
異
に
よ
る
物
語
の
多
様
性
を
示
す
動
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
た
。

（PEN
G

・JIAN

　
名
古
屋
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科

人
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）

『
古
事
記
』
に
お
け
る
姉
妹
が
示
す
〈
少
女
〉
像

レ
ッ
カ
　
ゴ
カ
レ

　
『
古
事
記
』
上
巻
に
お
け
る
伊
邪
那
美
（
い
ざ
な
み
）、
石
長
比
売
（
い
わ

な
が
ひ
め
）、
木
花
之
佐
久
夜
毘
売
（
こ
の
は
な
の
さ
く
や
び
め
）、
豊
玉
毘

売
（
と
よ
た
ま
び
め
）
と
玉
依
毘
売
（
た
ま
よ
り
び
め
）
五
柱
の
女
神
の
〈
少

女
〉
像
を
取
り
上
げ
た
。
上
代
語
の
〈
少
女
〉
に
相
当
す
る
「
を
と
め
」、「
を

み
な
」
の
語
義
を
分
析
し
つ
つ
、「
を
と
め
」、「
を
み
な
」
と
表
記
さ
れ
る

伊
邪
那
美
が
示
す
〈
少
女
〉
の
多
様
な
要
素
が
、
岩
長
比
売
・
木
花
之
佐
久

夜
毘
売
姉
妹
と
豊
玉
毘
売
・
玉
依
毘
売
姉
妹
に
分
解
し
て
描
か
れ
た
と
解
析

し
た
。
こ
れ
ま
で
、『
古
事
記
』
に
お
け
る
〈
少
女
〉
像
は
、
折
口
信
夫
が
、

「
水
の
女
」
と
い
う
視
点
で
、「
水
の
精
霊
」
と
し
て
「
禊
ぎ
の
奉
仕
」
に
あ

た
る
「
神
女
」
と
い
う
巫
女
性
の
側
面
か
ら
述
べ
た
り
、
清
水
茂
雄
が
、
死

か
ら
再
生
を
促
す
存
在
と
し
て
「
伊
邪
那
美
」
を
扱
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、

個
別
的
、
部
分
的
に
し
か
扱
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
作
品
全
体

の
機
構
と
建
国
神
話
と
い
う
テ
ー
マ
に
照
ら
し
て
、
複
数
の
女
神
た
ち
に
共

通
す
る
豊
穣
性
、智
性
、呪
術
性
と
い
っ
た
総
合
的
な
側
面
か
ら
、『
古
事
記
』

上
巻
に
お
け
る
〈
少
女
〉
像
は
、
結
び
の
神
と
し
て
の
母
性
を
備
え
つ
つ
、

平
和
と
繁
栄
を
導
く
巫
女
性
を
示
す
と
考
察
し
た
。

（G
O

KH
ALE 

・REKH
A

　
創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

人
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）

近
代
の
〈
少
女
〉
像

　
―
―
川
端
康
成
の
少
女
小
説
を
中
心
に
―
―

伊
藤
　
輝

　

本
発
表
で
は
、
は
じ
め
に
近
代
に
お
け
る
〈
少
女
〉
の
定
義
や
恋
愛
観
、

家
庭
観
に
つ
い
て
触
れ
つ
つ
、
少
女
雑
誌
の
特
徴
お
よ
び
女
子
中
等
教
育
制

度
の
確
立
、そ
し
て
川
端
と
少
女
雑
誌
の
関
係
性
な
ど
に
つ
い
て
整
理
し
た
。

そ
の
上
で
、川
端
が
『
少
女
の
友
』
に
連
載
し
た
八
つ
の
作
品
に
お
け
る
〈
少

女
〉
像
を
、
作
品
の
内
容
及
び
挿
絵
か
ら
分
析
し
た
。

　

先
行
研
究
で
は
、『
少
女
の
友
』が
読
者
と
編
集
者
の
共
同
作
業
に
よ
り〈
少

女
〉
像
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
実

は
、
現
実
社
会
の
〈
少
女
〉
と
、
作
品
に
描
か
れ
る
〈
少
女
〉
像
が
雑
誌
を

通
じ
て
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
特
徴
を
有
す
る
雑
誌
で
、
川
端
は
心
性
の
美
し
さ
（
清
ら
か

さ
や
純
粋
さ
）
を
有
す
る
〈
少
女
〉
像
を
描
い
て
い
る
。
加
え
て
、
中
原
淳

一
の
挿
絵
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
婚
や
労
働
と
は
無
関
係
の
空
間
に
お

い
て
、
愛
さ
れ
る
存
在
で
は
な
く
、
愛
す
る
存
在
と
し
て
の
〈
少
女
〉
像
を

提
示
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
近
代
の
現
実
社
会
に
お
け
る
「（
異
性
愛
）
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男
性
の
相
補
者
」
と
し
て
の
〈
少
女
〉
と
は
異
な
る
〈
少
女
〉
像
を
描
い
て

い
る
の
で
あ
る
。

　

川
端
が
こ
の
よ
う
な
〈
少
女
〉
像
を
描
い
た
こ
と
の
意
義
、
そ
し
て
文
学

と
人
間
、社
会
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
「
近
代
の
〈
少
女
〉
像
」
と
い
う
テ
ー

マ
を
通
し
て
考
察
し
た
。

（
い
と
う
・
ひ
か
る
、
創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

人
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）

平
成
〈
遊
戯
文
芸
〉
三
〇
年
史

─
─
娯
楽
小
説
に
於
け
る
〈
少
女
〉
像
の
変
遷
の

歩
み
─
─

堤
　
拓
夢

　

平
成
へ
の
時
代
転
換
は
、
メ
デ
ィ
ア
の
急
速
な
発
達
と
共
に
、
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
い
う
〈
大
き
な
物
語
〉
に
依
存
す
る
時
代
か
ら
、不
安
定
な
〈
個
人
〉

の
内
実
を
問
う
時
代
へ
の
転
換
が
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
だ
。本
発
表
で
は
、

社
会
と
個
人
の
狭
間
の
中
で
揺
れ
動
く
価
値
観
の
一
つ
で
あ
る
〈
少
女
〉
を

手
掛
か
り
に
、
平
成
三
〇
年
間
に
若
年
層
の
間
で
教
養
化
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た

二
次
元
世
界
に
お
け
る
〈
少
女
〉
像
の
変
遷
に
対
す
る
考
察
を
行
っ
た
。

　

九
〇
年
代
に
「
ア
ニ
メ
・
マ
ン
ガ
・
ゲ
ー
ム
的
な
感
性
を
軸
に
据
え
た
若

年
層
向
け
小
説
」
と
し
て
出
発
し
た
「
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル
」
は
『
ス
レ
イ
ヤ
ー

ズ
』
を
代
表
に
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
〈
外
見
〉・〈
内
面
〉・〈
性
格
〉・〈
立
場
〉

等
を
「
記
号
的
な
属
性
」
と
し
て
置
換
し
な
が
ら
消
費
す
る
構
造
を
有
し
て

お
り
、〈
渇
望
を
叶
え
る
少
女
〉
が
描
か
れ
る
〈
少
女
〉
の
対
象
と
な
っ
て

い
た
。

　

ゼ
ロ
年
代
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
と
重
な
り
、『
ゼ
ロ
の
使
い
魔
』・

『
灼
眼
の
シ
ャ
ナ
』
の
よ
う
に
新
し
い
属
性
の
構
築
と
置
換
が
試
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
る
。「
ツ
ン
デ
レ
」
と
い
う
ア
ー
キ
タ
イ
プ
が
構
築
さ
れ
た
の
も

同
時
期
で
あ
り
、〈
少
女
〉
は
「
萌
え
」
の
対
象
へ
転
じ
た
。
そ
の
一
方
で
、

イ
チ
ゼ
ロ
年
代
へ
入
る
と
ス
マ
ホ
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
も
あ
り
、『
ひ
げ
を
剃

る
。
そ
し
て
女
子
高
生
を
拾
う
。』
の
よ
う
に
、
社
会
人
か
ら
見
た
等
身
大

の
〈
少
女
〉
へ
と
対
象
が
移
る
。

　

十
年
刻
み
で
見
る
と
社
会
現
実
を
下
地
と
し
た
代
替
消
費
の
傾
向
が
強

ま
っ
て
お
り
、
少
年
少
女
時
代
と
い
う
「
失
わ
れ
た
栄
光
」
に
対
す
る
希
求

性
の
強
さ
が
垣
間
見
え
る
。
し
か
し
、
現
在
〈
少
女
〉
と
さ
れ
る
年
代
層
は

置
き
去
り
に
な
っ
て
い
る
実
態
が
存
在
す
る
。
社
会
の
〈
い
ま
・
こ
こ
〉
を

反
映
し
た
若
年
層
の
読
み
物
と
し
て
、
今
後
も
注
視
し
続
け
る
べ
き
対
象
だ

と
結
論
付
け
た
。

（
つ
つ
み
・
た
く
む
、
創
価
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

人
文
学
専
攻
博
士
前
期
課
程
）


